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　１１月１９日（日）、玉水公園で自主防災訓練が行
われました。訓練には玉水区民約１００人と地元
消防団、京田辺市消防署井手分署が参加。
　地元行政区が主体となって、訓練を行うのは
町内では初めて。
　参加者は、区内各地から避難所への避難訓練
を行い、手当や簡易タンカの作成、ＡＥＤの取
扱い方法などを分署員から教わって熱心に練習
しました。
　また、南山城大水害の記録ビデオが上映さ
れ、災害の恐ろしさを再認識しました。
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滑
１１月１０日（金）、町老人クラブグラウンドゴルフ同好会
（小川俊雄会長）主催のグラウンドゴルフ競技大会が新四
郎山グラウンドで行われました。
会場に集まった、７０人の参加者たちは、秋晴れの中、和
気あいあいとプレーを楽しみました。
なお、試合結果（一部）は次のとおりです。（敬称略）
優勝　阪田　定克（３７打）
２位　杉原　　亮（３８打）
３位　岡田　弘子（３９打）
４位　横田美智代（３９打）
５位　南　　秀雄（３９打）
６位　寺井榮次郎（３９打）
７位　広瀬　治男（４０打）
８位　稲見　道博（４１打）
９位　平間　慶造（４１打）
１０位　宮川　裕子（４１打）

 葛
１１月１９日（日）、田村新田の「たくみの里」で“もみ
じ祭り”が開催されました。
たくみの里は木工や草木染め、陶芸、金属加工など工
芸作家がアトリエを構える工房団地としてそれぞれの
作品作りに取り組んでいます。
当日は、各工房の体験会をはじめ、打ちたてのそばや
イノシシ汁、自家製ハーブティーなど模擬店も出店。
あいにくの雨でしたが、参加者は模擬店での食事で体
を温め、工房体験や見学を行いました。

滑
１１月２２日（水）、玉泉苑で「生き生きふれあいサロン」と「わく
わく広場」が合同で、収穫祭を行いました。
生き生きふれあいサロンは６０歳以上の方及び障害者の方が対象で
毎回テーマを決めて様々なことを楽しんでいます。一方、「わくわ
く広場」は未就園児の親子が対象で、子育ての悩みや経験を自由
に情報交換できる場として毎月活動を行っています。
集まった参加者は、お餅つきをした後、つきたてのお餅と豚汁を
おいしくいただきました。

 葛
１１月１４日（火）、玉川、多賀両保育園の園児たち５２人が原田勲さん（南
部区）所有のビニールハウスでミズナの収穫作業を体験しました。
これは、子どもの野菜への興味を深め、地元産野菜への理解向上を目
的に府山城広域振興局が進める「やましろ食育プロジェクト」の一環。
園児たちは、楽しそうにミズナを引いた後、土を払い根をカットして
もらいました。
この日収穫されたミズナは、給食で「ミズナのサラダ　ごまみそドレ
ッシング」として振る舞われました。
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 葛
１１月１０日（金）、１１日（土）に「井手町豊かな緑と清流を
守る検討委員会」（委員長＝柴田昌三京都大学助教授）は、
野外活動センター大正池グリーンパークで炭焼の体験を行
いました。
同会は、本町の豊かな緑と清流を次の世代に引きつぐた
め、森林の保全目的で自然環境保護を目指す町内のＮＰＯ
団体と共に移動式の炭焼窯を使い竹を一昼夜かけて焼き上
げる竹炭づくりを体験しました。

滑
１０月２６日（木）、多賀小学校４年生と多賀保育園の５
歳児が交流会を行いました。
この交流会は、４年生の社会福祉体験の授業で、年
齢の違う子どもと接することでコミュニケーション
能力の向上を図ることが目的。
子どもたちは児童と園児一人ずつペアをつくり、多
賀保育園で玉入れなどを楽しんだ後、「みどり観光農
園」でみかん狩りを行いました。

滑
１１月１７日（金）、玉泉苑で町老人クラブ連絡協議会のメンバ
ーがチューリップの植え付けを行いました。
参加したメンバー３３人は、２００個のプランターに約２０００球
のチューリップの球根を植えつけました。
このチューリップは３月頃に町内の小中学校、保育園や町
の各施設などにお届けします。

年末の交通事故防止府民運動

１２月１１日（月）～３１日（日）

という強い意志を持ち、皆さんの地域から
飲酒運転を追放しましょう。

飲酒運転は絶対に
しない・させない!!

毅飲酒運転の追放

毅高齢者の交通事故防止

毅自転車利用者のマナー向上と交通事故防止

運 動 重 点

＊お問い合わせは、田辺警察署交通課
（緯６３－０１１０）まで
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が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し

て
い
ま
し
た
。

　
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

お
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
駐
車
場
で

は
、
う
ど
ん
や
天
ぷ
ら
、
金
魚
す

く
い
な
ど
の
模
擬
店
、
新
鮮
野
菜

等
の
即
売
会
の
ほ
か
、
菊
花
の
展

示
や
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

に
よ
る
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
ド
ボ

コ
ン
で
は
、
今
年
は
「
小
町
」
が

課
題
文
字
と
な
り
、
参
加
者
は
な

れ
な
い
手
つ
き
で
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

の
操
作
を
行
い
ま
し
た
。

　
文
化
祭
の
式
典
冒
頭
に
、
町
の

公
益
の
た
め
に
金
品
を
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
善
行
者

表
彰
が
、
ま
た
、
農
林
畜
産
物
等

品
評
会
と
菊
花
展
示
会
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
さ

れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

技
、『
左
馬
』
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、

エ
コ
ー
た
ち
ば
な
に
よ
る
コ
ー
ラ

ス
、
一
般
参
加
者
か
ら
の
カ
ラ
オ

ケ
や
バ
ン
ド
演
奏
、
踊
り
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
響
き
わ
た

り
、
出
演
者
に
花
束
が
贈
ら
れ
る

光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
も

第
　
回
井
手
町
青
少
年
の
主
張
大

２２
会
が
行
わ
れ
、
９
人
の
小
中
学
生

が
各
自
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
２
階
で
は
、
町
英
語
指
導
助

手
の
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
と
そ
の
友
人

の
ナ
オ
ミ
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
に
よ
る
『
は
ん
が
』
づ
く
り
が

催
さ
れ
、
集
ま
っ
た
親
子
ら
約
　４０

人
は
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
達
に
よ
る
カ

ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
な
ど
の
歌
に
聞

き
入
り
、
そ
の
後
思
い
思
い
の
作

品
を
ト
レ
ー
に
彫
り
ま
し
た
。

　
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
は
、

各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一
般
か
ら

の
力
作
が
会
場
に
所
せ
ま
し
と
展

示
さ
れ
、
中
に
は
押
し
花
の
体
験

　
第
　
回
文
化
祭
（
文
化
祭
実
行

２７

委
員
会
＝
小
川
俊
雄
実
行
委
員

長
）は
　
月
４
日（
土
）、５
日（
日
）

１１

の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
作
品
展
・

商
工
祭
・
農
業
祭
・
舞
台
発
表
・

青
年
の
主
張
大
会
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
会
場
の
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
小
川
実

行
委
員
長
か
ら
「
多
く
の
展
示
作

品
や
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
な
ど

年
々
充
実
し
た
開
催
と
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
生
涯
学
習
を
通

じ
、
町
の
歴
史
文
化
を
守
り
後
輩

に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
会

場
で
は
２
日
間
で
計
　
組
の
舞
台

２０

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
舞
台
上
で
は
、
保
育
園
児
や
小

学
生
の
歌
や
踊
り
を
は
じ
め
、
い

づ
み
ま
な
び
教
室
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
大
正
琴
演
奏
や
太
極
拳
の
演

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

多〝
才
〟な
展
示
や
催
し
盛
り
だ
く
さ
ん

第
　
回
井
手
町
文
化
祭

２７

祝辞を述べる汐見町長あいさつをする小川実行委員長

▼
善
行
者
表
彰

○
浅
井
シ
ゲ
コ
（
玉
水
区
）

◆
平
成
　
年
度
農
林
畜
産
物
等
品

１８

評
会
入
選
者

【
京
都
府
知
事
賞
】

毅
ミ
カ
ン
　
　
　
　
辻
井
幸
弘

【
綴
喜
地
方
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞
】

毅
ゴ
ボ
ウ
　
　
　
　
木
田
忠
博

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

毅
柿
　
　
　
　
　
　
岡
本
敏
男

【
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
長
賞
】

毅
キ
ャ
ベ
ツ
　
　
　
横
田
俊
夫

【
日
本
農
業
新
聞
大
阪
支
所
長
賞
】

毅
ミ
ニ
ト
マ
ト
　
　
大
西
　
猛

◆
第
　
回
井
手
町
菊
花
展
示
会
入
賞
者

１７

【
京
都
府
知
事
賞
】

毅
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
好
男

【
井
手
町
長
賞
】

毅
３
鉢
花
壇
の
部
　
木
田
健
一

毅
単
鉢
の
部
　
　
　
田
中
博
文

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

毅
３
鉢
花
壇
の
部
　
横
田
楢
造

毅
単
鉢
の
部
　
　
　
古
川
信
子

【
井
手
町
菊
花
会
長
賞
】

毅
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
岩
生

毅
単
鉢
の
部
　
　
　
岡
本
か
ほ
る
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ら
「
昨
年
ま
で
の
時
代
絵
巻
行
列

で
、
町
内
外
の
方
々
へ
井
手
町
を

知
っ
て
い
た
だ
く
目
的
は
、
一
定

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
を
よ
り

活
用
で
き
る
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
今
日
は
、
抽
選
会
や
模
擬

店
、
様
々
な
催
し
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
公
募
で
選
ば
れ
た
奈
良
時
代
の

衣
装
を
ま
と
っ
た
橘
諸
兄
・
女
帝
・

武
官
・
文
官
が
会
場
内
で
来
場
者

を
歓
迎
し
、
そ
の
周
囲
は
奈
良
時

代
の
雰
囲
気
で
し
た
。
ま
た
、
町

文
化
財
技
師
に
よ
る
講
演
「
橘
諸

兄
公
の
人
物
像
に
せ
ま
る
」
や
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、「
奏
」に
よ
る
演

奏
会
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
同
塾
や
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
な
ど
が
特
産
品
や
伊
根
漁

諸兄ご一行 あいさつをする大西塾長

賑わう椿坂会場

椿坂で一休み

　
井
手
の
里
に
ゆ
か
り
の
橘
諸
兄

に
ち
な
み
、
町
の
活
性
化
を
図
る

イ
ベ
ン
ト
「
諸
兄
ま
つ
り
」（
主

催
：
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
塾
＝
大

西
敏
彦
塾
長
、
後
援
：
井
手
町
、

井
手
町
教
育
委
員
会
）
が
　
月
　

１１

１９

日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
塾
が
昨
年
ま
で
に
８
回
行
っ

た
「
橘
諸
兄
公
時
代
絵
巻
行
列
」

に
代
わ
る
催
し
と
し
て
企
画
し
た

イ
ベ
ン
ト
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で

行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

主
催
者
を
代
表
し
て
大
西
塾
長
か

港
直
送
の
鮮
魚
の
他
、
う
ど
ん
や

や
き
い
も
を
販
売
、
２
時
半
か
ら

は
町
内
企
業
協
賛
の
「
抽
選
会
」

が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
上
井
手
区
公
民
館
会
場
で
は
、

ミ
ニ
機
関
車
が
走
り
、
子
ど
も
た

ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ま
た
、
人
力

車
に
乗
っ
て
写
真
撮
影
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
会

場
で
行
わ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
は
、
親
子
連
れ
で
満
席
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
迫
力
の
あ

る
ア
ク
シ
ョ
ン
に
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　
城
陽
か
ら
木
津
へ
と
続
く
山
背

古
道
全
線
　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
コ

２３

ー
ス
に
し
て
歩
く
「
山
背
古
道
と

こ
と
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
　
月
１１

　
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１９　
と
こ
と
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

山
背
古
道
推
進
協
議
会
の
主
催
で
、

山
背
古
道
探
検
隊
が
後
援
し
て
行

わ
れ
て
お
り
今
年
で
　
回
目
。
当

１２

日
は
、
城
陽
駅
前
、
木
津
町
南
垣

外
公
園
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
、
あ

わ
せ
て
約
２
０
０
人
の
参
加
者
が

集
合
し
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
、
ほ
っ
と

コ
ー
ナ
ー
（
休
憩
所
）
が
、
中
天

満
神
社
（
城
陽
市
）、
井
手
町
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂（
井
手
町
）、

Ｊ
Ｒ
棚
倉
駅
前
（
山
城
町
）
な
ど

６
ヶ
所
に
設
け
ら
れ
、「
諸
兄
ま
つ

り
」
開
催
中
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
椿
坂
で
は
、
参
加
者
が
立
ち

寄
り
、
ま
つ
り
が
さ
ら
に
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　
　
月
　
日
（
日
）、
町
民
ソ
フ
ト

１１

１２

ボ
ー
ル
大
会
が
泉
ケ
丘
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
区
代
表
や
多
く
の
企
業
チ
ー

ム
な
ど
男
子
　
チ
ー
ム
、
女
子
３

１８

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
な
ご
ん
だ
雰
囲
気

の
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】（
　
チ
ー
ム
参
加
）　

１８

優
勝
　
　
南
部
区

準
優
勝
　
北
部
区

【
女
子
の
部
】（
３
チ
ー
ム
参
加
）

優
勝
　
　
東
部
区

準
優
勝
　
ザ
・
ミ
ッ
ク
ス

橘
諸
兄
・
女
帝
・
武
官
・
文
官
と
写
真
撮
影

諸
兄
ま
つ
り
開
催

ち
ょ
っ
と
椿
坂
で
休
憩
 

山
背
古
道
と
こ
と
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

セアカゴケグモについて
　昨年１０月に加茂町において、府内で初めてセアカゴ
ケグモの生息が確認されましたが、その後、木津町、
宇治市、向日市、京都市、城陽市においても生息が確
認され、すでに広域に生息していると推測されます。
　このクモは少量の毒をもっており、幼い子どもや心
臓の弱い人などが咬まれると危険な場合もあります
が、攻撃性はなく、素手で触らない限り咬まれること
はありません。
＊お問い合わせは、
　京都府生活衛生室環境営業・水道担当
　（TEL０７５‐４１４‐４７５７）まで

国
穀

高
高
高
高
高
高

約
７
～
　
㎜
１０
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申
し
込
み
が
ま
だ
の
方
は
、
所

定
の
「
健
（
検
）
診
申
込
書
」
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

健
（
検
）
診
申
込
書
は
保
健
セ
ン

タ
ー
、
賀
泉
苑
、
役
場
衛
生
課
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
検
診
で
の
早
期
発
見
で
胃
が
ん

の
死
亡
率
が
低
下
し
て
き
て
い
ま

す
。
早
期
胃
が
ん
で
あ
れ
ば
、　９０

％
以
上
治
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
胃
が
ん
検
診

対
象
者
／
　
歳
以
上

４０

内
容
／
問
診
・
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
（
バ
リ
ウ
ム
）

一
部
負
担
金
／
５
０
０
円

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
の
 

申
し
込
み
は
 

も
う
お
済
み
で
す
か

　
平
成
　
年
２
月
　
日
（
火
）・

１９

２０

　
日
（
水
）・
　
日
（
木
）
の
３

２１

２２

日
間
、
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日
・
実
施
場
所
／

　
平
成
　
年
２
月
　
日
（
火
）

１９

２０

　
　
Ｊ
Ａ
農
協
井
手
町
支
店

　
２
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
木
）

２１

２２

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
／

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
水
）

１９

３１

◎
大
腸
が
ん
検
診

対
象
者
／
　
歳
以
上

４０

内
容
／
問
診
・
便
の
鮮
血
反
応

一
部
負
担
金
／
２
０
０
円

実
施
日
・
実
施
場
所
／

　
胃
が
ん
検
診
と
同
時
実
施

申
込
期
限
／

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
水
）

１９

３１

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡
　-

 
３
３
８
５
）
ま
で

８２

　バレー・バスケットなどのスポーツのみならず、歴史ウォーク・しめ
縄づくりなどの交流活動を通して、こどもたちの健康増進を図ります。
＊お問い合わせは、井手町まちづくり協議会事務局
　（役場企画財政課内　TEL８２‐２００１）まで

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ

まちづくり協議会団体紹介

●ＯＰＥＮ 午前９時～午後５時
●休館日 毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください

（奥西 康人代表）

医療従事者・調理師業務従事者の

届出は1月15日まで　　　　　　

　１２月２４日（日）午前１０
時から椿坂で「仕舞い市」
を開催します。正月用
品・野菜などの販売を行
います。多数のご来館を
お待ちしています。

12月24日（日）、お正月用品は椿坂で

　今年は、医療従事者等の資格を有する方の届出の年と
なっています。
　該当される方は、平成１９年１月４日（木）から１５日（月）
までにもれなく届出を済ませてください。
すべての医師・歯科医師・薬剤師〈〈〈…
　京都府山城北保健所　企画調整室
　〒６１１-００２１　宇治市宇治若森７－６
　TEL　０７７４－２１－２１９９
　（住所地または就業地のいずれかの最寄りの保健所）
保健師・助産師・看護師・准看護師・歯科衛生士・歯科
技工士で１２/３１現在、府内を就業地として業務に従事し
ている方〈〈〈…
　渇就業地が京都市内以外の府内
　京都府山城北保健所　企画調整室
　〒６１１-００２１　宇治市宇治若森７－６
　TEL　０７７４－２１－２１９９（就業地の最寄りの府保健所）
　渇就業地が京都市内
　京都府保健福祉部　医療室
　〒６０２-８５７０　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町
　TEL　０７５－４１４－４７４９
調理師で１２/３１現在、府内を就業地として業務に従事し
ている方〈〈〈…
　京都府山城北保健所　衛生室
　〒６１１-００２１　宇治市宇治若森７－６
　TEL　０７７４－２１－２９１２
＊お問い合わせは、府山城北保健所企画調整室
　総務企画担当（TEL２１－２１９９）まで
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私
の
一
番
と
二
番
に
大
好
き
な
こ
と
。
私
の

友
達
ナ
オ
ミ
さ
ん
が
来
て
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ナ
オ
ミ
さ
ん
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
亀
岡

市
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
で
す
。
ナ
オ
ミ
さ
ん
は
ギ
タ
ー

を
弾
く
の
が
上
手
で
彼
女
の
歌
声
は
と
て
も

き
れ
い
で
す
。
ナ
オ
ミ
さ
ん
の
声
は
高
く
、

私
の
声
は
低
い
で
す
。
だ
か
ら
２
人
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
は
き
れ
い
で
す
。
私
た
ち
は
よ
く
一

緒
に
歌
い
ま
す
。
文
化
祭
で
私
た
ち
は
Ｃ
ｏ

ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ
　
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
ｓ
を
歌
い
ま
し

た
。
私
が
英
語
の
歌
詞
を
み
な
さ
ん
に
教
え

て
、
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。
よ
か
っ
た
で
す

ね
　
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
！

!!
　
歌
っ
た
後
で
版
画
作
り
を
し
ま
し
た
。
ト

レ
ー
に
鉛
筆
で
秋
の
も
の
を
彫
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
柿
、
ど
ん
ぐ
り
、

も
み
じ
、
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ
ン
タ
ン
。
出
来

上
が
っ
た
作
品
は
家
に
持
っ
て
帰
る
も
の
と

み
ん
な
で
一
つ
の
お
お
き
な
作
品
に
仕
上
げ

ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
！
　
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
　
来
年

の
コ
ー
ナ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
！

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

　「こころの相談室」では、あなたのこころのしんどさにカウンセラーが寄り添い、あなたと一緒に問
題解決の方法を探っていきます。お子さんのこと、パートナーとの関係、家族との関係や自分自身の
生き方についてなど様々なことを相談できます。漠然ともやもやしていることや不安なことについて
も、ゆっくりと考えることができます。相談されたことは他の人に漏れることはありませんので、安
心してお越しください。相談は無料です。
日時噛１２月１２日（火）・２６日（火）、１月１６日（火）・３０日（火）
　　　２月１３日（火）・２７日（火）・３月１３日（火）・２７日（火）
　　　午前の部：１０時半～１１時２０分・１１時半～１２時２０分＊午前の部は「女性」の相談限定です
　　　午後の部：１時～１時５０分
場所噛いづみ人権交流センター相談室
対象噛町内在住・在勤の個人・カップル
　　　＊女性ライフサイクル研究所のカウンセラーが相談にあたります
　　　＊ご希望の日の前日（２月１３日は４日前）までに、いづみ人権交流セ
　　　　ンターまでお申し込みください。予約制・先着順となっています。
＊お問い合わせは、いづみ人権交流センター（TEL８２‐３３８０）まで

エミリーの原文
のまま掲載して
います。

　
１
年
で
、
最
後
の
３
ヶ
月
の
時
間
が
一
番

早
く
す
ぎ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
毎
日

す
ご
く
忙
し
い
で
す
。
で
も
、
忙
し
い
か
ら

私
は
元
気
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
休
日
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
西
陣
織
会
館

に
行
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
作
る
型
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
京
都
で
、
夢
祭
り
の
パ
レ

ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
着

物
を
着
ま
し
た
！
　
私
は
す
ご
い
ラ
ッ
キ
ー

で
、
そ
の
時
間
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
！

友
だ
ち
と
一
緒
に
リ
ラ
ッ
ク
マ
の
お
面
を
つ

け
ま
し
た
。
授
業
で
は
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
じ
ょ
う
ず
な
モ
ン
ス
タ
ー
の
絵
を
書
き

ま
し
た
　
　
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
合
唱
コ
ン
ク

!!

ー
ル
で
生
徒
は
じ
ょ
う
ず
に
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
今
度
の
休
日
に
は
も
み
じ
が
り
に
も
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
た
中
で
今
月
は
井

手
町
の
文
化
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
去
年
、
私

の
コ
ー
ナ
ー
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
こ
と
で
し

た
。
今
年
は
、
違
う
こ
と
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
音
楽
と
美
術
、

「こころの相談室」のご案内
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月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
７
期
納
期
限
で
す

１２

講
座
・
教
室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）、
１
月
９
日
（
火
）

１２

１２

　
　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

１６

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

２２

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１２

２２

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
木
）

１２

１１

２１

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

《
人
権
学
習
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）

１２

２２

　
　
午
前
　
時
半
～
正
午
・
午
後
３
時
～
３
時
半

１１

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

研
修
棟

【
人
権
講
座
「
き
ら
め
き
」
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時
半

１２

１３

テ
ー
マ
／
「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
」
～
差
別
事
象
か
ら
学
ぶ
～

講
師
／
多
文
化
共
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ
世
界
人
　
理
事
長
　

具
志
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
飛
雄
馬
さ
ん

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
０
３
５

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
平
成
　
年
工
業
統
計
調
査
を
　
月
　
日
現
在
で

１８

１２

３１

行
い
ま
す
。
本
年
　
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て

１２

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政
課
（
電
話
　
‐
８２

２
０
０
１
）
ま
で

お
す
み
で
す
か
水
道
管
の
冬
じ
た
く

　
早
朝
気
温
が
零
度
以
下
の
日
や「
低
温
注
意
報
」

が
発
令
さ
れ
た
日
、
特
に
風
の
よ
く
当
た
る
北
向

の
水
道
管
や
地
上
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水

道
管
は
、
中
の
水
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
水
道
管
に
冬
じ
た

く
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
寒
の
仕
方

毅
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
は
、
保
温
材

や
布
切
れ
な
ど
を
巻
き
ま
す
。

毅
低
温
注
意
報
発
令
（
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
）
の

と
き
、
浴
槽
な
ど
に
蛇
口
か
ら
微
量
の
水
を
出

し
て
お
く
な
ど
の
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

毅
万
一
凍
結
し
た
と
き
は
、
蛇
口
の
上
に
タ
オ
ル

を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
時
間
を
か
け
て

ゆ
っ
く
り
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
保
護
法
説
明
会
・
講
演
会

の
開
催
に
つ
い
て

　
個
人
情
報
保
護
法
の
一
般
向
け
説
明
会
及
び
事

業
者
向
け
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）

１２

１８

　
一
般
向
け
説
明
会
　
午
前
　
時
半
～
午
後
０
時
半

（１）

１０

　
事
業
者
向
け
講
演
会
　
午
後
２
時
～
４
時

（２）場
所
／
京
都
商
工
会
議
所
講
堂
（
京
都
市
中
京
区

烏
丸
通
夷
川
上
る
）

内
容
／
　
一
般
向
け
説
明
会

（１）

毅
法
制
度
及
び
法
律
に
関
す
る
最
近
の
状
況

毅
個
人
情
報
に
関
す
る
苦
情
相
談
を
踏
ま
え
た
ア

ド
バ
イ
ス

　
事
業
者
向
け
講
演
会

（２）毅
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
取
組
ポ
イ
ン
ト

毅
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
取
組
事
例

定
員
／
各
３
５
０
人
（
先
着
順
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
費
／
無
料

参
加
申
込
方
法
／
次
の
内
容
を
記
載
し
葉
書
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
氏
名
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
‐

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
）・
一
般
向
け
説
明
会
か
事
業
者
向
け
講

演
会
の
ど
ち
ら
が
希
望
か
お
書
き
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ど
ち
ら
も
希
望
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
申
込
が

必
要
で
す
。

　
申
込
定
員
を
超
過
し
た
場
合
に
限
り
連
絡
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
先
及
び
問
合
せ
先
／
京
都
府
総
務
部
総
務
調

整
課
法
制
室
情
報
公
開
担
当

〒
６
０
２
‐
８
５
７
０
　
京
都
市
上
京
区
下
立
売

通
新
町
西
入
藪
ノ
内
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
２
３
７

み
な
さ
ん
救
命
講
習
会
に
 

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
７
月
か
ら
一
般
市
民
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ

１６

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
心
室
細
動
（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）

を
起
こ
し
て
か
ら
、
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）

を
行
う
の
が
１
分
遅
れ
る
度
に
７
～
　
％
の
割
合

１０

で
救
命
率
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

突
然
の
状
況
に
対
処
す
る
為
に
は
救
命
手
当
の
知

識
が
必
要
で
す
。
誰
も
が
簡
単
に
出
来
る
心
肺
蘇

生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

と
応
急
手
当
（
止
血
法
・
異
物
の
除
去
等
）
の
講

習
会
で
す
の
で
、
積
極
的
に
講
習
会
に
参
加
し
救

命
手
当
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
１
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１４

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

布切れなどをビニール
テープで巻く
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月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１２

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

１２

２１

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
離
乳
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

１９

対
象
／
３
～
　
ヶ
月
児
の
保
護
者

１０

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）

１２

１５

対
象
／
Ｈ
　
・
５
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
８
・
　
生
ま
れ

１６

１６

３１

受
付
：
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１２

１２

４５

毅
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１２

１８

２５

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１２

１１

場
所
／
賀
泉
苑

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
金
封
作
り
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１２

２０

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
転
倒
予
防
教
室
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

１４

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

井
手
町
消
防
出
初
式

日
時
／
１
月
７
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１０

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

井
手
町
成
人
式

日
時
／
１
月
８
日
（
月
）
午
前
　
時
～

１０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１２

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回
　
第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
（
第
５
月
曜
日
と

祝
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）、　
日
（
火
）

１２

１２

２６

　
　
／
１
月
９
日
（
火
）

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

２６

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１２

１３

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
１
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）、　
日
（
火
）

１２

１２

２６

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

平成１９年度井手町建設工事等指名競争入札 
参加資格審査申請について

◆町内受付（土木・建築・舗装・水道・コンサルタント・物品・一般廃棄物）
　町外受付（工事、コンサルタント、物品）
◆参加申請受付期間　平成１９年１月９日（火）～平成１９年１月３１日（水）
◆作成要領配布期間　１２月１１日（月）～平成１９年１月３１日（水）
◆期間中の受付日時　平日午前９時～正午・午後１時～４時まで受付
　　　　　　　　　　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
＊お問い合わせは、建設課（TEL８２‐２００１）まで

　住民基本台帳法の一部改正に伴い、住民
基本台帳の一部の写しの閲覧方法が変わり
ました。
　閲覧希望者については事前に申込が必要
となります。
＊お問い合わせは、住民課（TEL８２‐２００１）
　まで

恐住民課からのお知らせ
住民基本台帳の写しの
閲覧の方法が
変わりました
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毅
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

　
年
末
年
始
は
、
貸
出
冊
数
、
貸
出
期

間
を
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
館

だ
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
　
月
１２

◆
一
般
書

「
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
」 

中
山
咲

「
馬
琴
の
嫁
」 

群
よ
う
こ

「
腐
蝕
生
保
」
上
・
下
 

高
杉
良

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】　
月
～
翌
年
３
月

１０

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

☆
　
月
・
１
月
の
休
館
日

１２
　
月
　
・
　
・
　
・
　
～
　
日

１２

１１
１８
２５
２７

３１

１
月
１
～
４
・
９
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１５
２２
２５
２９

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

毅
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

毅
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

「
僕
僕
先
生
」 

仁
木
英
之

「
闇
鏡
」 

堀
川
ア
サ
コ

「
魔
性
」 

渡
辺
容
子

◆
児
童
書

「
百
ま
い
の
ド
レ
ス
」

 

エ
レ
ナ
ー
・
エ
ス
テ
ィ
ス

「
し
ろ
く
ま
ボ
ビ
ー
と
は
じ
め
て
の
ゆ

き
」 

マ
リ
ー
・
ジ
ョ
ゼ
・
サ
ク
レ

「
チ
ン
チ
ン
電
車
が
走
っ
て
た
」

 

菅
原
治
子

「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う
そ
の
６
」

 

飯
野
和
好

☆
　
月
・
１
月
の
図
書
館
行
事

１２

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

１
月
　
日
（
土
）

１３

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

１２

１６

１
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

２０

華の棺
西村京太郎
矢木との結婚に踏み切れずにい
る女流作家・夏子。そんな彼女
をめぐる、推理小説界を二分す
る両雄の愛の確執。やがてふた
つの巨星は堕ち、矢木は病に倒
れる。華やかで 驕 慢な夏子が、

きょう

矢木への真実の愛に生きようと
したその時…。

亥を描く
金 斗鉉
２００７年の干支である亥を、年賀
状・和紙・色紙・短冊に描くた
めの水墨・墨彩画描法をわかり
やすく図解。亥（猪）という文
字の書き方や、梅・鶯の描き方
についても伝授する。

クリスマスの子犬
Ｒ・Ｇ・イントレイター
ザッチの愛犬ティナは、いたず
らざかり。でも、家族はみんな、
ティナが大好き。ある日、ティ
ナがうら庭から脱走！  ザッチ
たちは、ティナの帰りを寝ない
で待ちますが…。「クリスマス」
の意味を考えさせられる、心温
まるお話。

十二支のことわざえほん
高畠 純
「窮鼠、猫を噛む」「馬の耳に念
仏」「猿も木から落ちる」「猪突猛
進」など、十二支の動物たちが
登場することわざを紹介。ユー
モラスでセンスあふれるイラス
トが楽しい、読んで笑える、覚
えてためになることわざ絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
、
大
学
生
の
息
子
に
は
収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
親
が
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
世

帯
主
や
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
、
確
実
に
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
何
ら
か

の
都
合
で
収
入
の
な
い
世
帯
員
の
分
も
、
必
ず
納

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
生
の
場
合
、
収
入
の
な
い

方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、
届
出
を
し
て
承
認
を

受
け
る
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
が
後
払
い
で

き
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
親
の
所
得
と
関
係
な
く
、
学
生
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
将
来
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
も
、

　
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と

１０が
で
き
ま
す
の
で
、
卒
業
後
、
忘
れ
ず
に
追
納
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ
、
年
金
手
帳
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
、
再
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
民
年
金

に
加
入
中
の
方
は
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
厚
生
年
金
加
入
中
の
方
は
勤
務
先

を
通
じ
て
社
会
保
険
事
務
所
へ
）
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ごみ収集日程表（１２月１１日～１月１０日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４‐８２‐２００１）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、
内垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地⑧１２月２７日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨１２月２８日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩
１２月１１日
１２月２９日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、
安堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪

１２月１２日
１２月３０日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内、田村新田⑫
１２月１３日
１月８日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬

１２月１４日
１月９日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭
１２月１５日
１月１０日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休⑮１２月１８日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL０７７４‐８２‐２００１）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・

エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

１２月１３日

１２月２７日

１２月２０日

１月１０日
１２月２１日１２月１４日１月４日　　　火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

１２月２０日

１月１０日

１２月１３日

１２月２７日
１２月２２日１２月１４日１月９日　　　月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

１２月２０日

１月１０日

１２月１４日

１月４日
１２月２１日　　　１２月２７日１２月１３日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

家庭・オフィスでできる　省エネ

葛点灯時間は短く

昼間や、人がいない部屋の照明はこまめ
に消しましょう。特にトイレや玄関は消
し忘れに注意しましょう。

葛ランプやかさは定期的に 
　お掃除を

蛍光灯は部屋の広さに合わせて選び、定
期的にお掃除をすれば明るさを保てま
す。なお、ランプやかさを掃除する時
は、安全のために必ず電源を切りましょ
う。

照　明



出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（12月11日～1月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）月１２/１１
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ＢＣＧ（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火１２

育児相談・遊びの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
人権講座「きらめき」（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）水１３

転倒予防教室・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木１４
２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）金１５
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ【しめ縄】（午前９時半～、井手小学校・多賀小学校）
家庭教育学級【第３回】（午前９時半～１１時半、いづみ人権交流センター）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後３時～、山吹ふれあいセンター）

土１６

日１７
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月１８
離乳教室（午後１時半～３時半、保健センター）火１９
生き生きふれあいサロン【クリスマス会と金封作り】（午後１時半～、玉泉苑）水２０
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
子育て講座（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

木２１

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金２２

土２３
日２４

行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）月２５
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）

火２６

水２７
役場仕事納め（１２月２９日～１月３日まで閉庁）木２８

臨時収集（有料）は１２月２８日（木）まで収集します（受付２６日まで）。年始
は１月４日（木）から受け付け、１月９日（火）より収集します。その他、
し尿収集に関するお問い合わせは、年末１２月３１日（日）正午までに、新年
は１月４日（木）午前８時半以降にご連絡ください。収集もれの場合は、
収集口から確認の上、翌日に連絡してください。
お問い合わせは、城南衛生管理組合業務課（℡０７５－６３１－５１７１）まで。

金２９

土３０

日３１

月１/１
火２
水３

役場仕事始め木４
金５
土６

井手町消防出初式（午前１０時～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日７
成人式（午前１０時～、自然休養村管理センターホール）月８
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）火９

育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）水１０

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

山本幸子さんちの

さくらちゃん（メス）
私は１歳８ヶ月。玉川のさくらのように美しくなりた

いです。よろしくね。

第７回

　写真はメールまたは郵送でお送りください（役場持込可）。ペットの
名前・性別、飼い主さんからのコメント、お名前・住所・電話番号を忘
れずに書き添えてください。ご応募お待ちしています。
〒６１０－０３０２　綴喜郡井手町井手南玉水６７
　総務部企画財政課『我が家のペットじまん』係
　E-mail　info@town.ide.kyoto.jp
※ご応募いただいた写真は返却できません

あなたのお家のペットの写真を募集します

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

届出人赤ちゃん住所

か お る 瑞 　 樹 
みず き

奥　 田井手

哲　 治 凰 　 聖 
こう せい

田　 中井手

辰　 也 澪 　 央 
み お

吉　 岡井手

未　 次くるみ安　 橋多賀

直　 子 巧  　  工 
　た く み　

大　 倉多賀

太　 輔 瑛 　 太 
えい た

岡　 本多賀

正　 紀 音 　 葉 
おと は

今　 西井手

昇 京  介 
きょう すけ

柴　 田井手

妻夫住所

森 本 睦 美横 田 紘 好井手
田 中　 恵坂 本 亮 人多賀

出張徴収【北・南】

年 末 年 始 のし尿収集について

図書館は、１２月２７日（水）～１月４日（木）まで
休館します。


